
この広告は、「新･医療互助制度」（医療保険基本特
約・疾病保険特約・傷害保険特約・がん保険特セッ
ト団体総合保険、傷害総合保険）の概要について説
明したものです。詳細または資料請求につきまして
は取扱代理店または損保ジャパンまでお問い合わ
せください。引引受受保保険険会会社社 損害保険ジャパン株式会社 営業開発部第二課

〒160-8338 東京都新宿区西新宿1-26-1 ＴＥＬ：03-3349-3578

■保険期間 202３年７月１日午後４時から９ヶ月間
■■加加入入対対象象者者 隊友会会員
■■補補償償対対象象者者（（被被保保険険者者）） ＜＜病病気気・・ケケガガのの保保険険、、介介護護ササポポーートトププラランン、、認認知知症症ササポポーートトププラランン＞＞ 隊友会会員とその配偶者

＜＜自自転転車車傷傷害害ププラランン・・ゴゴルルフファァーー保保険険＞＞ 隊友会会員とそのご家族（配偶者・子供・両親・兄弟姉妹および同居の親族）

【【資資料料請請求求・・おお問問いい合合わわせせ】】

取取扱扱代代理理店店 株式会社タイユウ・サービス
〒162-0845 東京都新宿区市谷本村町３番２０号新盛堂ビル７階

（承認日）2023/04/11（承認番号）SJ23-00344

隊友会会員とその配偶者

割引率(※）

２２４４％％
(※）団体割引２０％、過去の損害率による割引５％適用

ゴルファー保険
ゴゴルルフフ中中のの思思わわぬぬケケガガやや他他人人へへのの賠賠償償をを補補償償

ししまますす。。ゴゴルルフフ場場・・練練習習場場ででのの

ゴゴルルフフ用用品品のの盗盗難難もも補補償償ししまますす！！

近近年年多多発発ししてていいるる自自転転車車搭搭乗乗中中のの自自身身ののケケガガ

やや日日常常生生活活ににおおけけるる損損害害賠賠償償責責任任をを補補償償！！

家家族族全全員員がが補補償償のの対対象象ととななるる

家家族族型型ププラランンののごご用用意意ももごござざいいまますす！

自転車傷害プラン

介護サポートプラン 認知症サポートプラン の補償もご用意！

TTEELL：： 00112200--660000--223300

■保険期間 202３年７月

「新・医
後１日午後

「新・医療
か後４時か

療互
月ら９ヶ月

互助
月間

助制
(※）団体割引２０％、過去の損害率による割引５％適用

制度」
）団体割引２０％、過去の損害率による割引５％適用）団体割引２０％、過去の損害率による割引５％適用

中途加入募集中！

補補償償内内容容・・
保保険険料料

補償内容・保険金額（１口）
１入院180日まで 通算1,000 日まで

年払保険料
（１口）

入入院院保保険険金金
（病気・ケガで

入院した場合）

入院1日目から
　　１日につき     １１，，５５００００円円

手手術術保保険険金金
（病気・ケガで

手術した場合）

●入院中の手術：１１５５，，００００００円円
●外来の手術　：　７７，，５５００００円円

　オオププシショョンンででががんん保保険険特特約約やや先先進進医医療療のの補補償償ももおお選選びびいいたただだけけまますす！！

●満７９歳まで(※）

８８，，９９２２００円円
1人最高４４口口まで加入できます

(※）新規でのご加入および特約の追加、増額ができるのは、加入日時点で満７９歳までの方です。（被保険者の年

齢で判断します。）継続加入で満８０歳以上満８９歳以下の方の保険料は、取扱代理店までお問い合わせください。

病気・ケガの保険 満７９歳まで同一保険料！

※※7月月1日日かからら加加入入ででききるるののはは6月月15日日ままででのの申申込込分分ととななりりまますす。。
！

陸海空自衛官募集
平和を、仕事にする。

国民と自衛隊とのかけ橋として
Ⅰ 相互理解の深化
Ⅱ 我が国の平和と安全に寄与
ⅰ　防衛意識の普及高揚
ⅱ　 国の防衛及び防災施策、慰霊顕彰事業、地域社会の健全な発展

に貢献
Ⅲ 自衛隊退職者等の福祉を増進

最新情報は、ホームページでご確認ください。

自衛官募集ホームページ
自衛官募集 検 索

毎月 1回・15日発行

発行所 公益社団法人 隊友会本部
〒162-8801 東京都新宿区市谷本村町5番 1号

電　話 03（5362）4871・FAX4876
購読料　１カ月120円（税込み送料別）、

１カ年1,400円（税込み送料共）

kouhou@taiyukai.or.jp

公益社団法人　隊友会　https://www.taiyukai.or.jp/

統
合
幕
僚
監
部
の
公
表
に

よ
れ
ば
、
令
和
４
年
度
（
２

０
２
２
年
度
）
緊
急
発
進
回

数
は
７
７
８
回
と
な
り
、
前

年
度
の
緊
急
発
進
回
数
の
１

０
０
４
回
に
比
べ
、
２
２
６

回
減
少
し
た
が
、
平
成
25
年

度
（
２
０
１
３
年
度
）
以
降
、

年
度
全
体
の
緊
急
発
進
回
数

は
７
０
０
回
を
超
え
る
高
い

水
準
で
推
移
し
続
け
て
い
る
。

ま
た
、
令
和
４
年
度
の
中

国
機
に
対
す
る
緊
急
発
進
回

数
は
５
７
５
回
で
あ
り
、
前

年
度
同
時
期
に
お
け
る
回
数

７
７
２
回
に
比
べ
１
４
７
回

減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
年

度
全
体
の
緊
急
発
進
回
数
が

高
い
水
準
で
推
移
し
始
め
た

平
成
25
年
度
以
降
の
実
績
か

ら
は
平
均
的
な
水
準
で
あ
る
。

推
定
（
国
籍
が
特
定
で
き

な
い
ケ
ー
ス
）
を
含
め
た
緊

急
発
進
回
数
の
対
象
国
・
地

域
別
の
割
合
は
、
中
国
機
約

74
％
、
ロ
シ
ア
機
約
19
％
、

そ
の
他
約
７
％
で
あ
っ
た
。

わ
が
国
の
航
空
方
面
隊
別
の

状
況
に
つ
い
て
は
、
北
部
航

空
方
面
隊
（
北
空
）
が
１
１

６
回
、
中
部
航
空
方
面
隊

（
中
空
）
が
32
回
、
西
部
航

空
方
面
隊
（
西
空
）
が
１
１

５
回
、
南
西
航
空
方
面
隊

（
南
西
空
）
が
５
１
５
回
で

あ
り
、
前
年
度
に
比
べ
西
空

が
微
増
、
中
空
が
横
ば
い
、

北
空
と
南
西
空
が
減
少
し
た

と
い
う
の
が
全
般
状
況
で
あ
っ

た
。令

和
４
年
度
の
状
況
で
特

に
注
目
す
べ
き
点
は
以
下
の

三
項
目
で
あ
る
。

第
一
に
、
中
国
機
及
び
ロ

シ
ア
機
に
よ
る
わ
が
国
周
辺

に
お
け
る
長
距
離
飛
行
で
あ

る
。
２
０
２
２
年
度
に
お
け

る
統
幕
公
表
資
料
「
２
０
２

２
年
度
に
お
け
る
特
異
飛
行

公
表
事
例
一
覧
」
（
以
下
、

「
特
異
飛
行
公
表
事
例
一
覧
」

と
い
う
）
に
よ
れ
ば
、
中
国

機
に
よ
る
相
次
ぐ
沖
縄
本
島

と
宮
古
島
の
間
の
頻
繁
な
通

過
飛
行
の
ほ
か
、
５
月
及
び

11
月
の
東
シ
ナ
海
、
太
平
洋

及
び
日
本
海
に
お
け
る
中
国

Ｈ
ー
６
爆
撃
機
及
び
ロ
シ
ア

Ｔ
ｕ
ー
95
爆
撃
機
に
よ
る
長

距
離
に
わ
た
る
共
同
飛
行
が

確
認
さ
れ
た
。

昨
年
の
安
保
３
文
書
と

新
た
な
防
衛
予
算
は
、
国

内
外
に
日
本
の
安
全
保
障

に
対
す
る
国
家
の
強
い
意

志
と
明
確
な
戦
略
目
的
・

目
標
を
示
す
こ
と
に
よ
り

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
そ
の
実
現
に
は
大

き
な
課
題
が
あ
り
、
防
衛

省
・
自
衛
隊
の
み
な
ら
ず

関
係
省
庁
、
自
治
体
、
関

係
企
業
等
が
緊
密
に
連
携

し
国
家
の
総
力
を
上
げ
て

日
本
の
安
全
保
障
政
策
を

前
に
進
め
て
い
く
こ
と
、

そ
し
て
何
よ
り
も
国
民
一

人
一
人
の
国
防
意
識
の
向

上
が
必
要
で
す
。

一
方
、
防
衛
省
・
自
衛

隊
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ま

で
基
盤
的
防
衛
力
整
備
や

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
１
％
枠
と
い
っ

た
政
治
的
な
枠
内
で
我
慢

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
部

分
の
防
衛
力
整
備
が
ど
こ

ま
で
達
成
で
き
る
の
か
、

こ
れ
か
ら
が
正
念
場
で
し
ょ

う
。
国
家
防
衛
戦
略
に
は

防
衛
目
標
と
そ
の
実
現
の

た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
具

体
的
に
記
述
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
中
の
最
後
に

記
述
の
あ
る
人
的
基
盤
の

強
化
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

防
衛
力
整
備
計
画
に
よ

れ
ば
、
「
防
衛
力
の
中
核

で
あ
る
自
衛
隊
員
に
つ
い

て
必
要
な
人
員
を
確
保
し
、

す
べ
て
の
隊
員
が
遺
憾
な

く
能
力
を
発
揮
で
き
る
組

織
環
境
を
整
備
す
る
」
と

さ
れ
て
お
り
、
主
な
取
組

や
事
業
と
し
て
、
「
採
用

の
取
組
強
化
」
「
予
備
自

衛
官
等
の
活
用
」
「
人
材

の
有
効
活
用
」
「
生
活
・

勤
務
環
境
の
改
善
等
」

「
人
材
の
育
成
」
「
処
遇

の
向
上
、
再
就
職
支
援
」

が
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

筆
者
の
印
象
と
し
て
は
、

こ
れ
ら
の
取
組
は
い
ず
れ

も
こ
れ
ま
で
の
延
長
線
の

施
策
等
で
あ
り
、
台
湾
有

事
の
蓋
然
性
も
議
論
さ
れ

て
い
る
時
代
に
お
い
て
、

必
要
な
人
員
・
優
秀
な
人

材
を
確
保
す
る
こ
と
は
極

め
て
難
し
い
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
筆

者
が
考
え
る
人
的
基
盤
強

化
の
課
題
を
述
べ
た
い
と

思
い
ま
す
。

そ
の
１
は
、
自
衛
隊
員

の
魅
力
化
で
す
。
世
界
の

雇
用
環
境
は
大
き
く
変
化

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
・

Ａ
Ｉ
技
術
の
進
歩
に
よ
り

人
々
の
行
動
様
式
は
今
後

画
期
的
に
変
化
し
て
い
く

で
し
ょ
う
。
企
業
等
の
人

材
獲
得
競
争
は
益
々
激
し

く
な
り
ま
す
。
転
職
は
当

た
り
前
、
優
秀
な
若
者
に

と
っ
て
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
・

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
は
最
も

重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、

既
に
様
々
な
転
職
サ
イ
ト

が
魅
力
的
な
転
職
支
援
を

始
め
て
い
ま
す
。
そ
の
選

択
肢
の
中
に
自
衛
隊
員
が

入
れ
る
の
か
。
自
衛
隊
に

入
る
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
・
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
に
ど
う
繋
が
る

の
か
。
自
衛
隊
の
ス
キ
ル

は
限
定
的
で
す
が
、
社
会

や
企
業
活
動
に
お
い
て
自

衛
隊
の
キ
ャ
リ
ア
が
評
価
・

活
用
さ
れ
る
制
度
・
施
策

を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が

急
務
で
す
。
そ
の
２
は
、

退
職
後
の
処
遇
改
善
で
す
。

軍
人
と
し
て
の
処
遇
は
恩

給
が
必
須
で
す
が
、
自
衛

隊
の
勤
務
年
数
に
応
ず
る

自
衛
隊
員
の
た
め
の
新
た

な
恩
給
制
度
が
必
要
な
時

代
に
な
っ
て
き
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
恩
給
の
み
な

ら
ず
、
退
職
後
の
生
活
の

様
々
な
優
遇
制
度
も
諸
外

国
の
制
度
を
参
考
に
国
と

し
て
検
討
し
て
い
く
こ
と

を
強
く
期
待
し
て
い
ま
す
。

（（
理理
事事

太太
田田
牧牧
哉哉
））

お

お

た

ま

き

や

人人的的基基盤盤強強化化のの課課題題

第
５
・
第
12
旅
団
の
機
動
化

改
編陸

上
自
衛
隊
は
「
平
成
26

年
度
以
降
に
係
る
防
衛
計
画

の
大
綱
に
つ
い
て
（
25
大
綱
）
」

及
び
「
平
成
31
年
度
以
降
に

係
る
防
衛
計
画
の
大
綱
に
つ

い
て
（
30
大
綱
）
」
に
基
づ

き
、
約
半
数
の
師
団
及
び
旅

団
の
機
動
師
団
（
旅
団
）
化

を
推
進
し
て
き
た
が
、
３
月
、

第
５
旅
団
（
帯
広
）
及
び
第

12
旅
団
（
相
馬
原
）
の
機
動

化
改
編
が
終
了
し
、
30
大
綱

別
表
に
示
さ
れ
た
３
個
機
動

師
団
（
第
２
・
第
６
・
第
８

師
団
）
、
４
個
機
動
旅
団

（
第
５
・
第
11
・
第
12
・
第

14
旅
団
）
、
１
個
機
甲
師
団

（
第
７
師
団
）
、
１
個
空
挺

団
（
第
１
空
挺
団
）
、
１
個

水
陸
機
動
団
（
水
陸
機
動
団
）

及
び
１
個
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
団

（
第
１
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
団
）

か
ら
成
る
「
機
動
運
用
部
隊
」

が
完
整
し
た
。

電
子
作
戦
隊
の
改
編

令
和
３
年
度
末
に
陸
上
総

隊
隷
下
部
隊
に
新
編
さ
れ
た

電
子
作
戦
隊
（
朝
霞
）
の
部

隊
の
一
部
が
、
高
田
、
米
子

及
び
川
内
駐
屯
地
に
新
編
さ

れ
た
。

奄
美
駐
屯
地
、
宮
古
島
駐
屯

地
、
石
垣
駐
屯
地
及
び
与
那

国
駐
屯
地
業
務
隊
の
新
編

南
西
方
面
に
開
設
し
、
地

対
艦
ミ
サ
イ
ル
部
隊
や
電
子

作
戦
隊
等
が
配
備
さ
れ
た
各

駐
屯
地
の
業
務
隊
が
新
編
さ

れ
、
正
式
に
駐
屯
地
業
務
が

開
始
さ
れ
た
。

※
以
上
３
月
16
日
付
、
（
）

内
の
駐
屯
地
名
は
司
令
部
等

の
所
在
駐
屯
地

◇◇
解解
説説

機
動
師
団
・
旅
団

と
は
、
南
西
方
面
へ
の
緊
急

展
開
事
態
を
想
定
し
、
師
団
・

旅
団
隷
下
の
普
通
科
連
隊
を
、

航
空
機
（
Ｃ
ー
２
輸
送
機
）

に
搭
載
可
能
な
16
式
機
動
戦

闘
車
（
16
Ｍ
Ｃ
Ｖ
）
な
ど
を

装
備
し
た
「
即
応
機
動
連
隊
」

に
改
編
し
た
師
・

旅
団
の
呼
称
で
、

編
制
上
は
従
前

の
名
称
を
使
用

す
る
。
な
お
、

第
12
旅
団
は
、

第
12
偵
察
隊
及

び
第
12
対
戦
車

中
隊
を
廃
止
し
、

16
Ｍ
Ｃ
Ｖ
を
装

備
し
た
第
12
偵

察
戦
闘
大
隊
を

新
編
し
、
機
動

旅
団
化
し
た
。

電
子
作
戦
隊

の
任
務
は
、
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
電
子
戦
シ
ス
テ
ム
（
Ｎ
Ｅ

Ｗ
Ｓ
）
」
を
運
用
し
、
電
磁

波
情
報
の
収
集
・
分
析
評
価

と
敵
の
電
磁
波
使
用
の
無
力

化
（
Ｅ
Ｃ
Ｍ
）
を
行
う
。
令

和
４
年
度
末
で
、
朝
霞
、
留

萌
、
相
浦
、
知
念
、
健
軍
、

奄
美
、
那
覇
、
高
田
、
米
子

及
び
川
内
駐
屯
地
に
所
在
す

る
。

3300
大大
綱綱
のの
別別
表表
完完
整整

16ＭＣＶ（陸自ＨＰ）

航
空
集
団
司
令
官
・
森
川

隆
介
空
将
を
指
揮
官
と
す
る

「
在
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
邦
人

等
輸
送
統
合
任
務
部
隊
」
は
、

浜
田
防
衛
大
臣
の
命
を
受
け
、

４
月
21
日
以
降
、
Ｃ
ー
１
３

０
輸
送
機
２
機
、
Ｋ
Ｃ
ー
７

６
７
空
中
給
油
・
輸
送
機
１

機
、
及
び
Ｃ
ー
２
輸
送
機
２

機
が
、
派
遣
海
賊
対
処
行
動

支
援
隊
の
所
在
す
る
ジ
ブ
チ

国
際
空
港
に
向
け
出
発
し
た
。

現
地
か
ら
の
報
道
に
よ
る

と
、
在
ス
ー
ダ
ン
の
邦
人
等

45
人
は
25
日
（
日
本
時
間
）

ま
で
に
、
ポ
ー
ト
ス
ー
ダ
ン

空
港
ま
で
は
各
国
の
支
援
を

受
け
陸
路
移
動
し
た
。

25
日
、
Ｃ
ー
２
輸
送
機
に

よ
り
ジ
ブ
チ
へ
輸
送
後
、
28

日
に
政
府
の
チ
ャ
ー
タ
ー
機

に
よ
り
帰
国
、
同
日
、
防
衛

大
臣
は
任
務
終
結
を
命
じ
た
。

愛
知
県
隊
友
会
は
、
任
務

実
施
の
間
、
小
牧
基
地
司
令

に
対
し
激
励
品
を
贈
呈
し
た
。

◇◇
解解
説説

自
衛
隊
機
に
よ
る

在
外
邦
人
等
の
輸
送
は
、
こ

れ
ま
で
５
回
実
施
さ
れ
て
き

た
が
、
令
和
３
年
８
月
の
在

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
邦
人
等
の

輸
送
に
お
い
て
、
自
衛
隊
法

に
規
定
さ
れ
て
い
る
「
安
全

が
確
保
さ
れ
て
る
」
な
ど
が

ネ
ッ
ク
と
な
り
対
応
が
遅
れ

た
こ
と
、
「
外
国
人
の
輸
送

は
外
務
大
臣
に
依
頼
さ
れ
た

者
」
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
日
本
大
使
館
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
に
勤
務
す
る
現
地
の
協
力

者
と
そ
の
家
族
数
百
人
が
取

り
残
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
反
省
か
ら
、

「
予
想
さ
れ
る
危
険
を
避
け

る
た
め
の
方
策
が
確
保
さ
れ

て
い
る
」
、
「
同
行
さ
せ
る

こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る

外
国
人
」
な
ど
の
修
正
を
盛

り
込
ん
だ
一
部
改
正
が
令
和

４
年
４
月
20
日
に
施
行
さ
れ
、

今
回
の
派
遣
は
改
正
後
初
め

て
の
任
務
と
な
っ
た
。

スス
ーー
ダダ
ンン
かか
らら
のの
邦邦
人人
等等
空空
輸輸

自自
衛衛
隊隊
法法
改改
正正
後後
のの
初初
めめ
てて

のの
在在
外外
邦邦
人人
等等
空空
輸輸
任任
務務

統
合
幕
僚
監
部
は
、
４
月
18
日
、
令
和
４
年
度
（
２
０
２
２
年
度
）
の
緊
急
発
進
状

況
（
対
領
空
侵
犯
措
置
状
況
）
を
公
表
し
た
。
公
表
を
受
け
、
北
部
航
空
方
面
隊
司
令

官
と
し
て
勤
務
経
験
も
あ
る
城
殿
保
元
空
将
に
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。

無
人
機
や
空
母
機
動
力
を
活
用
し
た

中
国
の
多
様
か
つ
広
範
な
活
動
に
注
目

城
殿
保
（
元
航
空
教
育
集
団
司
令
官
元
空
将
）

き
ど
の
た
も
つ

統統 幕幕

年年度度緊緊急急発発進進回回数数のの推推移移

令令
和和
４４
年年
度度
スス
クク
ララ
ンン
ブブ
ルル
公公
表表

ーー
高高
いい
水水
準準
でで
推推
移移
すす
るる
緊緊
急急
発発
進進
回回
数数
ーー

滋滋
賀賀
県県
特特
別別
会会
員員

奥
村
直
広

様

１
万
円

陸陸
上上
自自
衛衛
隊隊

沖
邑
佳
彦

様

２
万
円

海海
上上
自自
衛衛
隊隊

湯
浅
秀
樹

様

２
万
円

水
橋
保
寿
堂
製
薬
㈱

様
百
万
円

Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｒ

Ｃ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｅ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｄ

様

十
万
円

（
順
不
同
、
四
月
三
十
日
現
在
）

御御
礼礼水橋

保
寿
堂
製
薬
㈱
様
及
び
Ｄ

Ｅ
Ｆ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｅ
Ｅ

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｄ
様
か
ら
、
「
自
衛
隊

の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」

と
多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

特
定
資
産
と
し
て
管
理
し
、
国

際
貢
献
、
災
害
派
遣
等
で
活
動
す

る
自
衛
隊
の
支
援
の
た
め
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中中国国機機ととロロシシアア機機のの経経路路

（
２
面
へ
）

ＮＥＷＳ（陸幕提供）

ーー
令令
和和
４４
年年
度度
編編
成成
事事
業業
ーー

（（
後後
編編

陸陸
上上
自自
衛衛
隊隊
））

令和５年５月15日
第829号

公益社団法人　隊友会　https://www.taiyukai.or.jp/

トンガ王国国際緊急援助活動で派遣され た隊員の皆様
新型コロナワクチン大規模接種会場で活動されている隊員の皆様

本当にお疲れ様です

新型コロナワクチン大規模接種会場で活動中の隊員の皆様及び
ウクライナ支援（人道支援物資空輸）で活動した隊員の皆様

本当にお疲れ様です

来年度からの新連載
開始に向けて記事を
募集します

８面に詳細

各種災害派遣で活動し、または活動中の隊員の皆様、新型コロ
ナワクチン大規模接種会場で活動中の隊員の皆様

本当にお疲れ様です

春の異動
引越見積支援サービスを
各地で実施
２次元コード利用による事務の
効率化を図る（２面）

トルコ・シリア大地震での国際空輸に携わった隊員の皆様、鳥インフル
エンザ災害派遣で活動した隊員の皆様、新型コロナワクチン大規模接種
会場で活動中の隊員の皆様

本当にお疲れ様です

スーダンからの邦人等空輸で活動・待機された隊員の皆様、
群馬県及び長野県における森林火災災害派遣で活動された
隊員の皆様
本当にお疲れ様です

８面に「元気のある
支部」の連載を開始し
ました。
第１回は鹿児島県国分支部です。

令和５年度定時総会
の議決権行使要領と議案を

４面と５面の間に同封しました。


